
［成果情報名］ アンズ、スモモ、ネクタリンは酵素はく皮できる

［要 約］ アンズ、スモモおよびネクタリンの酵素はく皮は、室温条件下（26.3～

27.0℃）で処理濃度 0.25%のアクレモセルラーゼ KM により可能である。

処理時間は品目、品種により３～８時間と差がみられる。
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［背景・ねらい］

モモの酵素はく皮は、室温条件下（26～32℃）で、処理濃度 0.25％アクレモセルラー

ゼ KM 酵素液に２～３時間果実を浸漬することにより、はく皮可能である。ここでは、適

応拡大が期待できるアンズ、スモモおよびネクタリンにおける酵素はく皮について明らか

にした。

［成果の内容・特徴］

１ アンズでは、３品種いずれも５時間後にはく皮できる(図１)。

２ スモモでは、品種により差がみられるが、６～８時間後にはく皮できる。(図１)。

３ ネクタリンでは、品種により差がみられるが、３～５時間後にはく皮できる(図１)。

４ 酵素はく皮した果実は、平滑な外観を示し、果肉色や香りは損なわれにくい（図２）

。

［成果の活用面・留意点］

１ アクレモセルラーゼ KM は協和化成（株）から販売されている。

２ アクレモセルラーゼ KM はセルラーゼ活性およびペクチナーゼ活性を有する複合酵素

製剤であり、食品用添加物として利用できる。

３ 品目や品種によっては、５時間以上浸漬が必要なもので、糖度や硬度が低下する傾向

がみられた。

４ アンズでは、‘信山丸’および‘ハーコット’で３時間後から裂果がみられる。



［具体的データ］

［その他］
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図１ アンズ、スモモおよびネクタリンにおける酵素はく皮がはく皮程度に及ぼす影響
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図２ 酵素はく皮後の果実

（A:５h 後のアンズ‘昭和’果実、B:５h 後のスモモ‘大石早生’果実、

C:３h 後のネクタリン‘メイグランド’果実）


